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２ 第３次⼤館市障害者計画（案）についてのパブリックコメントの 
（意⾒募集）結果 

 
 第３次⼤館市障害者計画（案）についてのパブリックコメント（意⾒募集）の結果は、次のと
おりです。 
 
１ 募 集 期 間 平成２９年３⽉１⽇（⽔）から平成２９年３⽉１５⽇まで（⽔）まで 
２ 資料閲覧場所 ⼤館市ホームページ、⼤館市福祉部福祉課、⽐内総合⽀所市⺠⽣活係 
         ⽥代総合⽀所市⺠⽣活係 
３ 意⾒提出⽅法 郵送、ファックス、電⼦メール 
４ 意⾒提出者数 ２⼈ 
５ 意 ⾒ 件 数 ４件 
６ 意⾒の内容と市の考え⽅ 

意⾒№ 意⾒の内容 市の考え⽅ 

１ 

施設⼊所系サービスは、絶対数不⾜して
いる。ただ、サービスを利⽤するにあたっ
てのサービスへの理解が薄く、道筋がきち
んとしていない。現在、相談⽀援センター
等が利⽤者と事業所との仲介の役割を担
っていると思うが、相談員数も不⾜してい
ると感じる。介護保険のケアマネージャー
のシステムを⾒習う必要があると思う。 

 市では、相談⽀援の充実、相談⽀援体制
の強化を図るため、平成２６年度から基幹
相談⽀援センターを開設しております。 

センターに寄せられる相談件数の状況
は、２６年度１，３２６件、２７年度２，
２５７件、２８年度２，３２８件（２⽉末
現在）となっており、相談内容も多種多様
な内容となっています。 

今後も地域の相談機関（相談⽀援事業
者、⾝体障害者相談員、知的障害者相談員、
⺠⽣委員、保健・医療、教育・就労等に関
する各種の相談機関等）との連携しなが
ら、障害のある⼈が⾝近な地域で相談がで
き、最適なサービスを受けることができる
よう、相談⽀援体制の充実を図ります。 

２ 

 施設⼊所系サービスの不⾜については、
国では地域移⾏の⽅針ではあるが、実際は
施設やＧＨへの⼊所のニーズが⾼いと思
う。また、現在ＧＨ⼊居者で⾼齢の⽅々の
⾏先として、国では共⽣サービスにて介護
保険サービスの指定を取得しやすくし
て・・・と⾔ってはいるが、事実受け⽫が
ない事を認識しているのか疑問である。 

 市内の居住系サービスの利⽤者の状況
は、ここ数年満床の状態が続いています。

障害のある⼈が住み慣れた地域で安⼼
して暮らすためには、その受け⽫となる基
盤整備が重要な課題となっています。 
 今後も障害者計画及び障害福祉計画に
沿ってグループホーム等の整備を計画的
に進めます。 
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３ 

国の政策で「地域共⽣社会」の実現に向
けて、「我が事」・「丸ごと」の地域づくり
との事であるが、現実的に⼀般社会での障
害に対する認識が薄いのが⼤きな問題で
はないでしょうか、「障害福祉に関するア
ンケート調査」は障害のある⽅とその家族
への調査だと思いますが、⼀般の住⺠の
⽅々への障害に対する認識や考え⽅等の
アンケートを実施してもよいのではない
かと思います。 

市では、平成２９年度中に⾏政の取り組
みについて「満⾜度」および「重要度」を
調査するため、世論調査「⼤館市世論調査
『あなたが採点する⾏政の通信簿』」を実
施する予定となっております。 
 予定されている調査項⽬等に障害福祉
に関する事項を記載し、市⺠の意識等を把
握し、障害福祉施策に反映させます。 

４ 

 ⽣活介護事業 
 重度利⽤者が増加の⼀途をたどる現状
において⼈員配置基準の職員数では⼗分
な介護ができないでいます。配置基準以上
の職員配置について市からの補助をお願
いしたい。 

 重度者への良質なサービスを提供する
ためには、サービス提供事業者が安定して
事業を運営していくことができる状況が
必要であると考えます。 
 サービス提供事業者の経営基盤の安定
化を図るための措置等について、他市の状
況を調査し、検討します。 

また、様々な機会を通じて国、県に要望
等を⾏っていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


